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企業会計基準委員会 御中 

 

企業会計基準適用指針公開草案第１０号に対するコメントを提出させていただきま 

す。 

 

「説例１．連結財務諸表における子会社及び関連会社が保有する親会社株式等の取 

扱い」中の平成×２年３月31日の連結修正仕訳 

 

は次の①のように記載されていますが、連結財務諸表上、有価証券売却益が２０だけ 

残ってしまうことには意味がないと考えられますし、 

 

また法人税等４０と法人税等調整額３２が両建で残ることもおかしいと思います。 

 

連結上は資本剰余金４８だけが税引後で計上される形にするよう、次の②の仕訳とす 

べきと考えますが、いかがでしょうか。 

 

①少数株主損益１２ ／ 少数株主持分１２      ②有価証券売却益２０／少数株主持分１２ 

 有価証券売却益８０／ 法人税等調整額３２                    法人税等  ８ 

               資本剰余金４８          有価証券売却益８０／法人税等 ３２ 

資本剰余金４８ 

ご検討、よろしくお願いいたします。 

公認会計士  山崎 一彦 
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